
 

 

                              

整形外科 寺井彰三郎 

 

初めまして、2023 年 10 月から明芳外科リハビリテーション病院 整形外科部長として就

任した寺井彰三郎と申します。2004 年に愛媛大学を卒業し初期研修を終了後、兵庫県立病

院等で救急医として勤務しておりました。2010 年から本来専門とすることを考えていた整

形外科へ移り、大阪公立病院整形外科でスポーツ整形外科を専門として研鑽を積んでまい

りました。2018年から 5年間ドイツで臨床医として主に膝を中心とした整形外科の手術を

トレーニングいたしました。膝が専門ですが明芳外科リハビリテーション病院ではすべて

の整形外科疾患の治療に携わります。痛みの原因をきちんと調べ、患者さんの希望をしっか

り聞いたうえで個々に沿った治療を行います。 

また 2008 年から関西学院大学アメリカンフットボール部のチームドクターを担当させて

いただいております。2016 年にはアメフト学生世界選手権において日本代表チームのチー

ムドクターに任命され、メキシコへ帯同しました。 

私の叔父である鄒慧城は私が生まれた頃にこの地で明芳外科として開業し今日まで地域医

療を支えてまいりました。私自身、滝川中学～高校と 6 年間板宿に通っていたのでこの思

い入れのある地域で叔父と共に働けることをうれしく思います。 

 

経歴 

2004年～ 

神戸徳洲会病院、神戸大学病院、兵庫県災害医療センター、製鉄記念広畑病院、兵庫県立西

宮病院、大阪公立大学病院、大阪市立総合医療センター 

2012年～ 

大阪公立大学大学院 

2016年～ 

大阪市立十三市民病院 

2018年～ 

ドイツ MVZ Sporthopaedicum Straubing インターナショナルフェローを経て常勤医 

2023年～ 

明芳外科リハビリテーション病院（現職） 

 

専門 

医学博士 

日本整形外科学会 専門医 

日本救急医学会 専門医 

日本スポーツ協会公認スポーツドクター 

 


